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「情報公開文書」                     単施設研究用 

 
研究課題名： 
オキサリプラチン投与患者に発現した末梢神経障害と季節との関連 
～春期と秋期の比較～ 
：パイロット試験 
 
1. 研究の対象 

 2014 年 6月 1日～2024 年 5月 31 日の期間に, 宮城県立がんセンターにて大腸がん
に対してmFOLFOX6 療法（オキサリプラチンとフルオロウラシルの併用療法）を開
始し, 当該化学療法を 12サイクル以上施行された方 

 
2. 研究目的・方法 
  オキサリプラチンという抗がん薬を投与されている方には,  末梢神経障害と呼ばれる
手足のしびれや痛みなどが出現することがあります. 末梢神経障害が出現すると, 患者
さんの日常生活に支障が生じることがあります. 

  オキサリプラチンの投与直後から数日間は, 冷たいものに触れることで末梢神経障害
の症状が現れることがあります. そのため, 寒い時期にオキサリプラチンの治療を受け
ることは末梢神経障害の症状が現れるリスクになることが考えられました。 

mFOLFOX6 療法を 12 サイクル施行する期間における平均気温は, 春期(3月～5 月)
に治療を開始するよりも秋期(9 月～11月)に治療を開始する方が低いことが予測されま
す. そのため, 春期に治療を開始した患者さんよりも秋期に治療を開始した患者さんの
方が末梢神経障害が発現しやすいことが考えられました.  
本研究の目的は, mFOLFOX6 療法を施行した方を対象に, 末梢神経障害の発現と季節

との関連を明らかにすることです. この研究では, 患者さんを 2つのグループ（化学療
法を春期に開始したグループと秋期に開始したグループ）に分けて, 末梢神経障害の発
現率を比べます. 

 
2. 研究期間 

倫理審査委員会承認日～2026 年 12 月 31 日 
 
 
4. 研究開始の予定日 (研究のために情報を利用開始する予定日) 
  2025 年 11 月 28日 
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5. 研究に用いる試料・情報の項目 
 電子カルテを用いて, 治療開始時点での年齢，性別，体重，体表面積，居住地（県）， 
日常生活の自立度，病名，糖尿病の有無，mFOLFOX6 療法開始時点における使用中の薬
剤，使用した抗がん薬（オキサリプラチンおよびフルオロウラシル）の実投与量（mg），
mFOLFOX6 療法の施行期間，好中球数，血小板数，ヘモグロビン濃度，血清クレアチニ
ン値， 血清アルブミン値，アラニンアミノトランスフェラーゼ(alanine aminotransferase : 
ALT)，アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ(aspartate aminotransferase : AST)，総
ビリルビン（Total bilirubin : T-BIL）, 周術期の有無, 調査期間中に使用していた内服薬, 
分子標的薬併用の有無, 化学療法施行歴等． 
 
6. お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、
研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出下さい。 
 また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代
理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申
出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
  宮城県立がんセンター治験・臨床研究管理室 倫理審査委員会担当 

〒981‐1293  宮城県名取市愛島塩手字野田山 47 の 1  
TEL 022－384－3151（代表）（内線 974） 

 
研究責任者：宮城県立がんセンター 薬剤部 浅野 二未也 

 


